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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 100,143 2.5 5,831 △5.2 5,147 △14.2 2,999 3.0
22年3月期第3四半期 97,677 △8.9 6,153 △32.2 5,998 △30.4 2,911 △0.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 17.11 17.10
22年3月期第3四半期 16.25 16.24

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 182,317 92,805 50.6 537.51
22年3月期 184,623 96,822 52.2 538.10

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  92,273百万円 22年3月期  96,420百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
23年3月期 ― 5.00 ―

23年3月期 
（予想）

5.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 140,000 4.0 6,000 5.1 5,000 △9.1 2,400 52.7 13.98



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等
については、添付資料5ページ「1.当四半期の連結業績等に関する定性的情報（3）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.5「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 181,683,909株 22年3月期  181,683,909株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  10,014,950株 22年3月期  2,498,103株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 175,281,680株 22年3月期3Q  179,181,179株
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1．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報  

当第3四半期累計期間の売上高は前年同期比2.5％増の1,001億43百万円、営業利益は前年同期

比5.2％減の58億31百万円、経常利益は前年同期比14.2％減の51億47百万円となりました。 

四半期純利益につきましては、資産除去債務に関する会計基準の適用に伴う特別損失を計上い

たしましたが、前年同期比3.0％増の29億99百万円となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

（単位：百万円） 

売  上  高 営  業  損  益 
 

前第3四半期 当第3四半期 増 減 前第3四半期 当第3四半期 増 減 

機能製品事業 20,852 25,440 4,588 △1,688 269 1,957

化学製品事業 26,998 25,504 △1,494 6,165 4,109 △2,056

樹脂製品事業 32,193 32,292 98 1,703 1,827 124

建設関連事業  8,139 △750 

その他関連事業 17,632 8,766 372 115 

 

①機能製品事業 

機能樹脂分野では、PPS樹脂は自動車用途及び電気・電子素材用途の需要が増加し、又、米国

における合弁事業の業績も回復し、売上げ、営業利益共に前年同期に比べ増加いたしました。ふ

っ化ビニリデン樹脂は、工業用素材用途及びリチウムイオン二次電池用バインダー用途の需要増

加により、売上げ、営業利益共に前年同期に比べ増加いたしました。 

炭素製品分野では、特殊炭素材料は電池用負極材用途の需要が増加し、炭素繊維は太陽電池パ

ネル製造用等の高温熱処理炉用断熱材用途の需要が上向きつつあり、設備投資に伴う償却費負担

を取戻すまで至らないものの、この分野の売上げ、営業利益共に前年同期に比べ増加いたしまし

た。 

PGA(ポリグリコール酸)は、米国における工場建設を進めており、国内パイロットプラントか

ら少量の出荷はありましたが、開発費負担が大きく、営業損失は前年同期に比べ増加いたしまし

た。 

この結果、本セグメントの売上高は前年同期比22.0％増の254億40百万円となり、営業損益に

ついては、前年同期16億88百万円の営業損失から2億69百万円の営業利益となりました。 

 

②化学製品事業 

医薬・農薬分野では、慢性腎不全用剤「クレメジン」の売上げは増加し、農業・園芸用殺菌剤

「メトコナゾール」の輸出が増加いたしましたが、抗悪性腫瘍剤「クレスチン」の売上げが減少

したこと、及び前年同期には「クレメジン」の国内販売契約締結に伴う一時金があったことによ

り、この分野の営業利益は前年同期に比べ減少いたしました。 

工業薬品分野では、か性ソーダ・塩酸等の無機薬品類はか性ソーダの製品価格が低下したもの

の、クロルベンゼン類は製品価格が上昇し、両者共に販売数量が増加したことにより、この分野

の売上げ、営業利益共に前年同期に比べ増加いたしました。 

この結果、本セグメントの売上高は前年同期比5.5％減の255億4百万円となり、営業利益は前

年同期比33.4％減の41億9百万円となりました。 
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③樹脂製品事業 

コンシューマー・グッズ分野では、家庭用ラップ「NEWクレラップ」は改良された商品価値を

反映する市場価格形成に注力したものの、競争激化により売上げが減少いたしましたが、ふっ化

ビニリデン釣糸「シーガー」の売上げは前年同期に比べ増加し、この分野の営業利益は前年同期

並みで推移いたしました。 

業務用食品包装材分野では、塩化ビニリデン・フィルム、ラミネート用ハイバリア・フィルム

「ベセーラ」、多層ボトルの売上げは前年同期並みで推移いたしましたが、熱収縮多層フィルム

の売上げは減少し、クレハ・ベトナム製品は生産が本格稼動に至らずコスト高となり、又、欧州

子会社の売上げは前年同期に比べ増加いたしましたが、原料高等により、この分野の営業利益は

前年同期に比べ減少いたしました。 

中国向けの塩化ビニリデン・コンパウンドは製品価格・販売数量共に上昇し、包装機械は前年

同期にあったクリップレス自動充填結紮機の大口出荷がありませんでしたが、輸出が増加し、両

者共に営業利益は前年同期に比べ増加いたしました。 

この結果、本セグメントの売上高は前年同期比0.3％増の322億92百万円となり、営業利益は前

年同期比7.3％増の18億27百万円となりました。 

 

④建設関連事業 

建設事業は公共事業減少の影響及び民間建築工事の受注が低迷したこと、又、エンジニアリン

グ事業も大型工事案件が少なかったことにより売上げは低調となり、受注競争が激しさを増すこ

とによる利益率の低下もあり、営業損失を計上いたしました。 

この結果、本セグメントの売上高は81億39百万円となり、営業損失は7億50百万円となりまし

た。 

 

⑤その他関連事業 

運送事業では輸送量及び自動車整備等関連事業の受注が高水準であり、又、環境事業では産業

廃棄物処理の受注が高水準であったことに加え、新事業所の稼動により売上げは好調に推移いた

しましたが、主に環境事業の新事業所でのコスト負担を吸収しきれず、営業利益は低調でした。 

この結果、本セグメントの売上高は87億66百万円となり、営業利益は1億15百万円となりまし

た。 

 

（事業区分の方法の変更） 

第1四半期から、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第20号 平成20年3月21日）を適用しております。 

これにより、従来、「機能製品事業」「化学製品事業」「樹脂製品事業」「その他事業」とし

ていたものを、「機能製品事業」「化学製品事業」「樹脂製品事業」「建設関連事業」「その他

関連事業」の5つの報告セグメントとしております。 

なお、前年同期比較にあたっては、「機能製品事業」「化学製品事業」「樹脂製品事業」につ

いては実質的に区分の変更が無いことから前年同期比較形式で記載し、「建設関連事業」「その

他関連事業」については前年同期との比較は記載しておりません。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産に関する分析 

当第3四半期末の資産の部につきましては、流動資産は、現金及び預金の増加、建設関連事業

における売上債権の減少、前渡金及び立替金等その他債権の増加などの差し引きにより、前期末

に比べ12億20百万円増の667億92百万円となりました。有形固定資産は、資産除去債務に見合う

資産計上があったものの、海外生産拠点を含む高水準の設備投資が一服して、償却費を下回り、

前期末に比べ8億41百万円減の809億52百万円となりました。投資その他の資産は、投資有価証券

の時価が前期末より下落したこと、持分法適用関連会社の株式売却などにより、前期末に比べ25

億83百万円減の336億43百万円となりました。以上の結果、資産合計は、前期末に比べ23億6百万

円減の1,823億17百万円となりました。 

負債の部につきましては、有利子負債は短期借入金及び長期借入金の減少とコマーシャルペー

パー及び社債の発行との差し引きにより、前期末に比べ30億85百万円増の510億55百万円とな

り、賞与及び法人税等の支出に伴う賞与引当金及び未払法人税等の減少、資産除去債務の計上な

どの差し引きにより、負債合計として前期末に比べ17億11百万円増の895億12百万円となりまし

た。 

純資産の部につきましては、四半期純利益29億99百万円を計上、剰余金の配当17億54百万円を

実施し、投資有価証券及び為替に係る評価・換算差額等が20億98百万円減少、自己株式の取得等

による32億87百万円の減少などの差引きとして、純資産合計は、前期末に比べ40億17百万円減の

928億5百万円となりました。 

このような総資産の変動は、株価、為替、自己株式買取請求等の外部要因による減少を除い

て、海外グループ会社を中心とした設備投資及び一部設備稼働に伴い、追加的資金調達を行うな

ど事業展開を進めたことによるものであります。 

 

②キャッシュ・フローの状況に関する分析 

                                       （単位：百万円） 

前第3四半期 当第3四半期 増 減 

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,889 9,614 △1,275

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,493 △7,166 3,326

財務活動によるキャッシュ・フロー △647 △1,048 △400

現金及び現金同等物期末残高 6,748 8,464 1,716

 

営業活動によるキャッシュ・フローは96億14百万円の収入となり、前年同期に比べ12億75百万

円収入が減少いたしました。これは、税金等調整前四半期純利益及び減価償却費が減少したこと

並びに法人税等の支払額が増加したことなどによるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは71億66百万円の支出となり、前年同期に比べ33億26百万

円支出が減少いたしました。これは、有形及び無形固定資産の取得による支出が減少したことな

どによるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは10億48百万円の支出となり、前年同期に比べ4億円支出

が増加いたしました。これは、当第3四半期において社債の発行による調達があった一方、自己

株式の取得による支出があったことや前年同期に比べ長期借入金による調達が減少したことなど

によるものです。 

以上の結果、現金及び現金同等物の当第3四半期末残高は、前期末に比べ12億51百万円増加し、

84億64百万円となりました。 
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(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

当社グループの当第3四半期の業績は堅調に推移いたしました。しかしながら、今後の日本経

済の見通しにつきましては、海外景気の下振れ懸念や為替レート・株価の変動などにより不透明

な状況にあり、予断を許さない状況が続くものと予想されます。又、当社グループの業績につき

ましては、建設関連事業の厳しい事業環境が継続するものとみております。 

以上を踏まえ、通期の連結業績といたしましては、5月13日に発表いたしました業績予想のと

おり、売上高は1,400億円（前期比4.0％増）、営業利益は60億円（前期比5.1％増）、経常利益

は50億円（前期比9.1％減）、当期純利益につきましては24億円（前期比52.7％増）を予想して

おります。 

 

2．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度において使用した

将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

②原価差異の繰延処理 

季節的に変動する操業度により発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ

解消が見込まれるため、当該原価差異を流動資産として繰延べております。 

③税金費用の計算 

当連結会計年度のグループ各社の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準 

第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平

成20年3月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第2

1号 平成20年3月31日）を適用しております。これにより、当第3四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益はそれぞれ 38百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は223百万円減少しており

ます。 
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3．四半期連結財務諸表 

(1) 四半期連結貸借対照表 

  (単位：百万円)

 

当第3四半期 
連結会計期間末 

(2010年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 

(2010年3月31日) 

資産の部  

 流動資産  

  現金及び預金 8,464  7,213

  受取手形及び売掛金 29,903  31,837

  商品及び製品 14,249  14,514

  仕掛品 1,475  1,123

  原材料及び貯蔵品 5,109  5,110

  その他 7,702  5,884

  貸倒引当金 △112  △112

  流動資産合計 66,792  65,571

 固定資産  

  有形固定資産  

   建物及び構築物（純額） 28,711  28,413

   機械装置及び運搬具（純額） 23,324  24,713

   その他（純額） 28,916  28,667

   有形固定資産合計 80,952  81,794

  無形固定資産 928  1,030

  投資その他の資産  

   投資有価証券 19,227  21,173

   その他 14,697  15,482

   貸倒引当金 △280  △428

   投資その他の資産合計 33,643  36,227

  固定資産合計 115,525  119,052

 資産合計 182,317  184,623
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  (単位：百万円)

 

当第3四半期 
連結会計期間末 

(2010年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 

(2010年3月31日) 

負債の部  

 流動負債  

  支払手形及び買掛金 17,330  16,833

  短期借入金 12,269  14,809

  未払法人税等 1,130  1,740

  賞与引当金 830  2,138

  その他 14,146  12,911

  流動負債合計 45,708  48,433

 固定負債  

  社債 20,000  15,000

  長期借入金 17,786  18,160

  退職給付引当金 792  1,231

  役員退職慰労引当金 340  361

  環境対策引当金 163  173

  資産除去債務 771  －

  その他 3,949  4,441

  固定負債合計 43,804  39,367

 負債合計 89,512  87,801

純資産の部  

 株主資本  

  資本金 12,460  12,460

  資本剰余金 9,456  9,948

  利益剰余金 74,231  72,500

  自己株式 △4,541  △1,253

  株主資本合計 91,606  93,655

 評価・換算差額等  

  その他有価証券評価差額金 4,344  4,990

  為替換算調整勘定 △3,678  △2,225

  評価・換算差額等合計 666  2,764

 新株予約権 58  54

 少数株主持分 473  347

 純資産合計 92,805  96,822

負債純資産合計 182,317  184,623
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(2) 四半期連結損益計算書 

第3四半期連結累計期間 

  (単位:百万円)

 

前第3四半期連結累計期間 

(自 2009年4月1日 

 至 2009年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 

(自 2010年4月1日 

 至 2010年12月31日) 

売上高 97,677  100,143

売上原価 71,025  73,916

売上総利益 26,652  26,227

販売費及び一般管理費 20,499  20,395

営業利益 6,153  5,831

営業外収益  

 受取利息 46  46

 受取配当金 590  556

 持分法による投資利益 223  247

 負ののれん償却額 158  －

 その他 210  188

 営業外収益合計 1,228  1,038

営業外費用  

 支払利息 567  599

 売上割引 343  372

 為替差損 69  448

 その他 403  302

 営業外費用合計 1,383  1,722

経常利益 5,998  5,147

特別利益  

 固定資産売却益 92  5

 投資有価証券売却益 204  210

 移転補償金 254  －

 その他 57  84

 特別利益合計 609  300

特別損失  

 固定資産除売却損 1,266  249

 投資有価証券評価損 －  44

 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 －  184

 減損損失 21  －

 その他 96  215

 特別損失合計 1,384  693

税金等調整前四半期純利益 5,223  4,754

法人税等 2,480  1,617

少数株主損益調整前四半期純利益 －  3,136

少数株主利益又は少数株主損失（△） △168  137

四半期純利益 2,911  2,999
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  (単位:百万円)

 

前第3四半期連結累計期間 

(自 2009年4月1日 

 至 2009年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 

(自 2010年4月1日 

 至 2010年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前四半期純利益 5,223  4,754

 減価償却費 8,095  7,650

 減損損失 21  －

 のれん及び負ののれん償却額 △71  57

 引当金の増減額（△は減少） △966  △462

 受取利息及び受取配当金 △637  △602

 支払利息 567  599

 持分法による投資損益（△は益） △223  △247

 有形及び無形固定資産除売却損益（△は益） 1,174  244

 有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） －  44

 有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △204  △210

 売上債権の増減額（△は増加） △938  1,774

 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,642  △362

 その他の資産の増減額（△は増加） △1,851  △1,542

 仕入債務の増減額（△は減少） △316  723

 その他の負債の増減額（△は減少） 43  △1,090

 その他 278  201

 小計 11,836  11,531

 利息及び配当金の受取額 910  848

 利息の支払額 △582  △612

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,275  △2,154

 営業活動によるキャッシュ・フロー 10,889  9,614

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △10,537  △7,941

 有形及び無形固定資産の売却による収入 154  44

 有形固定資産の除却による支出 △392  △231

 投資有価証券の取得による支出 △83  △14

 投資有価証券の売却による収入 413  1,058

 出資金の払込による支出 △103  △0

 子会社株式の取得による支出 －  △50

 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
収入 

547  －

 貸付けによる支出 △466  △54

 貸付金の回収による収入 56  53

 その他 △82  △32

 投資活動によるキャッシュ・フロー △10,493  △7,166
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  (単位:百万円)

 

前第3四半期連結累計期間 

(自 2009年4月1日 

 至 2009年12月31日) 

当第3四半期連結累計期間 

(自 2010年4月1日 

 至 2010年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） －  1,000

 短期借入金の純増減額（△は減少） △4,013  △2,078

 長期借入れによる収入 8,050  3,652

 長期借入金の返済による支出 △2,847  △3,474

 社債の発行による収入 －  4,965

 自己株式の売却による収入 0  0

 自己株式の取得による支出 △5  △3,300

 配当金の支払額 △1,791  △1,754

 少数株主への配当金の支払額 △3  △7

 その他 △36  △51

 財務活動によるキャッシュ・フロー △647  △1,048

現金及び現金同等物に係る換算差額 △209  △147

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少） 

△56  －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △516  1,251

現金及び現金同等物の期首残高 7,264  7,213

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,748  8,464
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

 1 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。 

当社は、製品別の事業部を置き、各事業部は取り扱う製品について、国内及び海外の包括的な

戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

従って、当社は事業部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「機

能製品事業」「化学製品事業」「樹脂製品事業」「建設関連事業」「その他関連事業」の5つを

報告セグメントとしております。 

各セグメントに属する主要製品・サービスは以下の通りであります。 

セグメント 主要製品等 

機能製品事業 
PPS樹脂、ふっ化ビニリデン樹脂、制電樹脂 
炭素繊維、球状活性炭、特殊炭素材料、PGA（ポリグリコール酸） 

化学製品事業 
慢性腎不全用剤、抗悪性腫瘍剤、農業・園芸用殺菌剤、粒状培土、園芸培土 
か性ソーダ、塩酸、液体塩素、次亜塩素酸ソーダ 
モノクロルベンゼン、パラジクロルベンゼン、オルソジクロルベンゼン 

樹脂製品事業 

家庭用ラップ、流し台用水切りゴミ袋、クッキングシート、プラスチック製食品保存容器 
ふっ化ビニリデン釣糸、塩化ビニリデン・フィルム、塩化ビニリデン・コンパウンド 
熱収縮多層フィルム、多層ボトル、ラミネート用ハイバリア・フィルム 
自動充填結紮機（食品包装用） 

建設関連事業 産業設備の設計・工事監理業務、土木・建築工事の施工請負業務 

その他関連事業 環境修復及び産業廃棄物の処理、運送及び倉庫業務、理化学分析・測定・試験及び検査業務

 

 2 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第3四半期連結累計期間（自  2010年4月1日  至  2010年12月31日） 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

機能製品
事業 

化学製品
事業 

樹脂製品
事業 

建設関連
事業 

その他
関連事業

計 

調整額 
(注)1 

四半期連結損益
計算書計上額

(注)2 

売上高    

  外部顧客への売上高 25,440 25,504 32,292 8,139 8,766 100,143 － 100,143

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

589 250 797 3,790 5,851 11,279 △11,279 －

計 26,029 25,755 33,090 11,930 14,617 111,423 △11,279 100,143

セグメント利益又は 
損失（△） 

269 4,109 1,827 △750 115 5,571 260 5,831

(注) 1 セグメント間取引消去によるものであります。 

2 セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

（追加情報） 

第1四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準

第17号  平成21年3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企

業会計基準適用指針第20号  平成20年3月21日）を適用しております。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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